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今号からの新コーナーとして「心

理学ライフ」がはじまりました。こ

こは，趣味や休日の過ごし方，子育

てやペットの話題など，研究以外の

人物像やライフスタイルを自由に語

っていただくコーナーです。まずは

ひとつを編集委員が担当することに

なりました。これからこの新コーナ

ーをよろしくお願いいたします。

就職か？　子どもか？　

どちらも問題です

まだ常勤職に就いていない女性

研究者は，就職もさることながら，

結婚や出産のタイミングについて

もいろいろと悩まれると思いま

す。私は博士課程を満期退学した

時に結婚し，その翌年に博士号を

取得しました。子どももそのうち

欲しいと思っていましたが，「ま

ずは就職」という気持ちが強くあ

りました。子育ての後に復帰でき

る職場もない状況で研究のキャリ

アを中断する，という選択はなか

なかできるものではありません。

単年度契約のポスドクを 2 年，

それから 3年間の学振 PDに採用

されてのんびり研究生活をしてい

るうちに，最終年度になっていま

した。就職は決まっていませんで

した。

学振の特別研究員には育児休暇

で採用期間を延長できる制度があ

ります。就職もままならない状況

を考えると，この制度を利用して

子育てモラトリアムも悪くないと

思いました。とはいっても，妊娠

も就職も巡り合わせ。どちらもそ

れなりにリミットのあることです

が，ここから数年はどちらか先に

ともしばしばでした。恐縮しつつ

も上げ膳据え膳で楽をさせてもら

い，お義母さんには本当にお世話

になりました。

ほとけ作って魂入らず？

妊娠中に電車で通勤していると

よく席を譲られるのかなと思って

いましたが，実はほとんどありま

せんでした（でも京都には外国人

観光客が多くてその人たちはよく

譲ってくれました）。そんな話を

ポスドク時代の上司である正高信

男先生にしたことがあります。す

ると，先生は連載している新聞の

コラムで「育児支援の制度を整え

ることに躍起になっても，働きな

がら産もうとする女性を思いやる

心がなければ少子化はとまらな

い」ということを書いてくれまし

た。たしかに，子育てをする女性

への支援はずいぶんよくなってい

ます。それを活かしていくには，

周囲の温かさが大切なのですね。

あのキーホルダーをみると，当時

の自分の気持ちを思いだして，席

を譲っています。

決まったほうに全力で取り組もう

と思いました。しかし，そう覚悟

を決めたとたん，なんと妊娠と就

職は同時にやってきたのです。私

は新幹線で名古屋から京都まで通

勤する妊婦となりました。

しんどいながら感謝の日々

私が就職した京都大学こころの

未来研究センターは，当時，発足

したばかりでした。そこでは，研

究の立ち上げから事務雑用まで多

くの仕事が待っていました。私は

新しい環境での新たな研究に心躍

りながらも，一方で出産のために

長期休暇を取らなければならない

心苦しさでいっぱいでした。悩ん

でいても仕方ないと意を決して，

センター長である吉川左紀子先生

にお話しすると，先生は聞くなり

パッと笑顔になり「それはすばら

しい，おめでとう！」とおっしゃ

ってくれたのです。一瞬の迷いも

なかった先生のお顔を私はいまで

も忘れません。そして同僚となっ

た助教の皆さんは，自分の仕事の

負担が増えるにもかかわらず，い

つも私を励ましてくれました。初

めての就職に初めての妊娠とい

う，まさに手探りの毎日をどうに

か無事に過ごせたのは，職場の皆

さんに恵まれたからと深く感謝し

ています。

また，だんだんおなかが重くな

ってくると名古屋から京都への通

勤がしんどくなりました。夫の実

家は，妊婦のノロノロ速度でも京

都大学から 30 分くらいなので，

そこに帰って泊まらせてもらうこ
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母子手帳と一緒にもらったこれ。通勤鞄
につけてました
が，これみよがし
に席を譲らせるの
もいやだし，かと
いって見えなきゃ
つけてる意味がな
い。ちなみに夫は，
このキーホルダー
をつけている人に
席を譲るのはセク
ハラみたいな気が
して抵抗があるそ
うです。譲るそう
ですが。
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